
○推進委員会を重ねる毎に推進委員が自校
の強みや特色を把握し、それを生かした
学校独自の取組を主体的に推進するよ
うになった。

○推進委員会は、学校の枠を超え、自治体
全体をつなげ、学力向上に向けた学校間
の連携を強化させた。そして、他校や異
校種間における職員の研修の幅を広げて

いった。

＜学力向上マネジメント支援事業＞ 学力向上を推進する中核的な組織の設置

標準学調目標値の推移

市町教育委員会において組織的に学力を向上させる中核的な組織(学力向上推進委員会)を位置付け、市町
全体で学力向上対策を推進する体制を構築

組織的に学力を向上させる中核的な組織
〇名称:学力向上推進委員会 … 年４回開催
・第１回学力向上推進委員会 … ４月開催

町の学力向上PDCAサイクルの確認とサイクルに基づく授業改善につい
て

・第２回学力向上推進委員会 … ７月開催
町教育講演会の活用と校内研究や授業改善の重点取組等について

・第３回学力向上推進委員会 … １０月開催
各校の授業改善・学力向上の取組や校内研究の推進状況等について

・第４回学力向上推進委員会 … ２月開催
「単元構想に基づく授業づくり」と「家庭での学習のすすめ」)につい

て
〇推進委員 … 各校２名(うち１名は研究主任)と管理職の希望者
〇推進委員長・副委員長 … 校長会より選出

〇推進委員会は、学

校間の連携を年々

深め、効果のある

指導について相互

に学び合い、授業

改善に向かう関係

性が醸成されてい

る。

C市

取組の成果 「標準学調目標値の変容と担当者等の声」

C市の学力向上のＰＤＣＡサイクル

推進委員会委員長の声 市町教育委員会担当者の声



＜学力向上マネジメント支援事業＞ AIドリルを導入し，自律的・自発的な学習を促進

AIドリルの活用で児童生徒の「分かった」へ

児童生徒への
学習支援

単元構想を意識した授業でのAIドリルの活用、放課後学習、家庭学習でのAIドリルの活用により、児童生徒が
自律的・自発的な学習を進める。

事例内容 AIドリルを授業、放課後学習、家庭学習に効果的に導入し、児童生徒の「分かった」につなげる。

標準学調・達成率の変容

の差（経年変化）

◯AIドリルを単元での位置付け
◯授業前にレディネスを揃える手段
◯一人一人に合った適用問題
◯「自治体ワークブック」の活用 等

取組の成果

放課後学習・家庭学習等でのAIドリルの活用授業の中でのAIドリルの活用

ー児童生徒の自律的・自発的な学習
へー
◯放課後学習や隙間時間での活用
◯家庭学習での活用
◯長期休業中の活用 等

活用率・平均解答数の増加が知識・技能の確実な定着へ

AIドリルの活用により
◯標準学力調査の達成率の向上
学力が伸びる →
自律的・自発的な学習につながる

自律的・自発的な学習 →
学力が伸びる という可能性

標準学調・達成率・全国との差・推移（算数） ◯AIドリルの活用
自律的・自発的な学習

◯学習者主体の授業づくり
等

「問題を出しっぱなし」からの脱却
適切な評価（賞賛等）は必要 授業との関連がポイント

学習の好循環へ

ＡＩドリルの平均解答数 全国・同規模自治体比較
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＜学力向上マネジメント支援事業＞ 学びの系統性・連続性を重視した小中連携の推進

全ての子供の学びを保障する授業づくり

児童生徒への
学習支援

「教職員」「児童生徒」「教育課程」「地域・保護者」の視点で連携・交流。「協同的な学び」による授業づくりを市
全体で推進し、全ての子どもの学びを保障。

事例内容 「協同的な学び」による授業づくりの推進。授業づくり研修会による小中の連続性を重視。

標準学調「主体的な学習態度」の変容・達成率の向上

の差（経年変化）

◯協同的な学び充実研修会（市主催、
年3回）と合同授業研修会

◯指導主事学校訪問での授業参観、事
後検討会への参加

◯MA訪問への教員の帯同
◯幼保小連携の充実

取組の成果

教職員連携・交流

教職員連携・交流 （中学校区の教員の同僚性） 児童生徒連携・交流

教育課程連携・交流 地域・保護者連携・交流

【中一ギャップの解消】
◯合同あいさつ運動
◯子ども未来サミット

【学びの連続性】
◯中学０年生プロジェクト
◯小中協働の授業づくり

【コミュニティースクールとしての学校】
◯でめこん
（デジタルメディアコントロール）

小中連携教育の取組

全市をあげて どの学校でも どの学級でも どの授業でも

◯一斉ではなく、子供同士の学びへ
◯グループでの学び合い
◯「分からない」をきっかけに考える
◯「丁寧に教える」から「子供同士の

聴き合い 学び合いを丁寧に」への
転換

◯「援助要請」と「探索的会話」

ー支え合い 聴き合い 学び合うー

標準学調「主体的な学習態度」（国語）
全国との差・経年変化

◯標準学力調査の「主体的な
学習態度」の変容での上昇傾
向。全国値を上回る学年も
◯全国学力・学習状況調査で
の無解答率の低さにも
◯標準学力調査、達成率向上

小中連携しての授業づくり



＜学力向上マネジメント支援事業＞ 年間指導計画を工夫してつまずき解消期間を設定

年間を見通した計画的な実施

児童生徒への
学習支援

市町村教育委員会の作成した年間計画をもとに、学校で実態に合わせたつまずきを解消する時間・期間を設定
する。

事例内容 つまずきを解消する時間・期間を設定し、効果的に実践するための取組の工夫

各校の実態に合わせた取組の工夫

〇学期末の設定を、児童生徒の実態から長期休業前に変更する学校
もあった。（年度末は実施する。）
〇つまずき解消期間に加え、学び直しとした復習の時間を週計画に
位置付け、定期的に学び直しの機会を設けた。（朝活動や放課後）
〇生徒会が中心となり定期テストの前に勉強会を実施した。そこで
は教師に加え、生徒同士で学び合う姿も見られた。
〇児童生徒の実態に合わせたプリント教材（基礎基本や発展）を作
成した。

〇年間計画を示すことで、年間の取組が明確になり、見通しをもって実践
する学校が多くなった。
〇学力向上推進委員会に加え、教務主任者会でも提案することで、つまず
き解消期間を年間行事予定に明記することができた。そのことで、全職員
で取り組む意識を高め、実践を自校化することができた。
〇つまずき解消期間では、全校体制で取り組めるよう、担当が職員の割り
振りを行った学校がある。そこでは担任外の職員を加えた複数職員で指導
にあたることができ、個別指導や少人数指導が可能になった。

〇年間計画は「児童生徒一人一人のつ
まずきを解消する」というねらいのも
と、取組の見通しをもてるように作成
〇つまずき解消期間を設定するには、
日常の授業を計画的に行うことが重要
〇つまずき解消は特定の学年学級では
なく、全校で計画的な取組に
〇各校で年間計画の自校化

取組の成果

年間を見通すための年間計画の作成と活用 つまずき解消期間に扱う内容の精選

〇当該学年における学習
内容の定着を目指し、つ
まずき解消期間に扱う内
容は、標準学力調査等の
分析結果をもとに、精選
〇扱う内容によって個人
やグループ、一斉等、学
習形態も工夫することで
より効果が期待

標準学力調査分析シート



＜学力向上マネジメント支援事業＞ 標準学力調査（４月・１２月）結果分析を踏まえた授業改善

達成率の向上

児童生徒への
学習支援

事例内容 標準学力調査結果の活用し、児童生徒一人一人に着目しながら、個別最適な学びにつなげる。

○学習習慣の確立（話の聞き
方・発表の仕方）
○協働的な学び（ペア・グ
ループでの学び合い）
○板書の構造化とノートとの
一体化
○説明・指示・発問の精選
○学びの環境（掲示物の文字
の量と丁寧さ）

○家庭学習との連携

○職員会議等で、共通の手立
てを確認する時間を設定。
○達成感を味わわせたり、達
成率が向上したりするための
好事例を職員間で情報共有
○導入は短時間で本時の課題
を提示し、振り返りまでを組
み込んだ授業構成
○児童生徒のアウトプットの
時間を保障する授業構成の工
夫

取組の成果

学力向上のための年間スケジュールは、PDCAサイクルで学力調査時期を明確に位置付け、学級の達成率と
個の変容を見取りながら調査結果を分析し、授業における具体的な手立てを立案して、実践に生かす。

授業改善

○カリキュラムマネジメント。
年間指導計画の工夫したつまづ
き解消期間を設定。
○つまずき解消期間を「学び直
し」と呼び、年度末だけでな
く、学校の実態に応じた時期や
内容を各校が検討し、担任任せ
ではなく全校体制で取り組ん
だ。

○担任が作成。学級の
状況を把握。
○一人一人の伸びや課
題を確認し、授業や家
庭学習での活用。
○授業改善の客観的な
根拠や成果の確認資料
としての位置付け

ワンランクアップシートの活用 「学び直し」期間の設定
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